
北海道林業試驗場時報

第 4 0 雅

代用木製品の試作に就て

I•小木片による木製引手類の

作に就で (第-間)

北海 道林米 試驗 場

北が 道 江 別 町 野 幌 

昭 和 17 4 8月



序

本場 に於 け る試験成績は北海道林業試験 

場報告: して之をﾡ表し居る も右試驗中比 

鞍的筒易 なるもの攻 は 急速 にの成織を愛 

表する必要あるも の其の他試驗經過の一部 

なる もﾡ用性あ り ご認むる もの等を本時報 

に掲ぐるこゞ・す。

昭和17年3月1日

I

北海道林業試驗場長

技 師 服 部 正 相



北 海 道 林 業 試 驗 場 時 報 第 40 號 緖 言

代 用 不製品の試 作 に 就 て

I. 小木片によ る木製引手類の試作に就て (第一報)

技手倉 橋 浩

・

目 次 •

緒 言........................ 1
I旣往に於ける引手類の檢討........................... 2

I 作製上招意ナべ き耍融.............................. 5
M 製作方法 の一例....................................  7

1. 疑作應用によ る法................................. 7
2. 手工的工作による法...............................12
3. 糸ﾡ機械による法......... ・....................... 14
4. 彫刻應用 の一例................................... 16
5. 合板應用によ る一例............. :................. 18

IV 試作品の一例....................................... 20
V 寄木方法の一例..................................... 29

VI 本道產主要樹種の材色表............................. 33

結 言........ :........:...........................35

爾來國策遂行上須要な物資を原材料ざする諸製品並に輸入製品忙 

對 し,夫々統制の 強化され る に至った結果,開係方面には確に影響 

の大なる ものはあつたが, 之は現下の無局に處する唯一の方途であ 

る事と,之等物資の近要性を充分認識し,國策に協力しなければな 

ら ぬ3rは 言 を俟たない 所で ある。而 して 之力;代用品對策 も 又極めて 

重要な間題でわる ものと信せられる ので,術後代用的意義おお木工 

品に開 し試作試驗を行ひ,共經過を掲げて一般斯業の參考に資せん 

こするものである。 .

木工家具類川金痂製附風品も,諧製品同様統制強化の結果,必然 

之が代用品ﾡﾡが要望されるに至つたﾡである。而 して之等に代る 

べきるのこしては, 所部合成樹脂系成型品の進出が期待 されるので. 

わ る。然るに合成ﾡﾡ類は時局下袋々各重部門の要が増大の趣 

勢にある折柄, 夫等方面→の材ご して回滑なる供給を助成せしめ 

る意味に於て, 吾々木工關係者は, %手近な, 最る使ひ慣た資材 

即ち木竹材の類を利用して,可及的之等製品に代換せしむろ樣努力 

しなければな らぬ%のご思考されるのである。又斯く する事は一方 

各々が自給に よ る事業ら回滑化を針 り得る ごに, 他方に於て同策 

に協力し, 之が遂行の一一助ざ %なるご信ずる次第でわる。

以上の意味から共の第一着手ご して, 木工製作者の參考のー端に 

%と思ひ, 小木片による代用引手ﾡの試作を行ひ, 玆に其槪耍を述 

べんこするるのでわる。楽上 り之等は未だ試作の域をﾡせざる もの 

多く, 今後の研究に俟つべき もの多々 ある も,創案の一動ごもなれ 

は•幸甚の至りである。

尙本就作中,利案の一部に於て大槻賞君•を煩し,製作に於て宮野 

力,矢野半君を分しこるを以てﾡに深共の謝意を表するるのでわる。



I 既往に於ける引手類の検討

木材に よる金屬代用引手類の試作に常ら・ 先づ從來一般木工家具 

用 として 使用 されて ゐる 引手類 に 就 て 依討 し て 見 た處概延の 如 く

であつ2o 即ち共の種類の大要をﾡげてみろど,

堀 込 引 手 

手 懸

廉 引l 手 

統引手

ﾡ形引手 (一文子引手)

プラカン

摘

等でわる。面して之が原材料ごしてけは, 従銀, 其鑰, 銅, ﾡ, ア 

ンチモ=一額が多く用ひられ, 特物, プレス, 打出等の方法に上 

つて製作され, 銀古美,黒味, ブロンズ等の着色仕上を施したるの 

が最 %普通である。尙以上に就いて簡軍に之等の説明 を加へてみる 

こ しz。
1.引手及手懸

第 1 団 引手火は 

手ﾡは, 主 

¥ して引違 

戸に使用さ 

れるるので, 

凹形状の金 

具そ月権載 

ひはﾡ板に

堀込んで使

用する 構造の るのである。 即 ち 第 1 個に示せ る が如 き 形態 に鈴物, 

ブレス, 打出等の方法に よつて製作されてゐる のが普通である。

賊引手ば抽 

斗類の引手ご 

して最も古く

から用ひられ 

てろる形式の 

%ので,即ち

大は和風ﾡ筒から小はは小物の抽斗に至るﾡ, 從來順る廣他に利用せ 

られてゐる。共の構は第9問に見るが如く, 半月狀の録及座金, 

及割脚ごの三部を以てﾡ成されてゐる %のが普通でわる。而して鐵, 

座金の形態, 或は紋様等によって種々の名稲が附け られてﾡ 一様 

ではないが, 族形, 玉子形, ﾡ形, 牛月形等多種多様でわるo

3.ﾡ形引手

從來洋風の並物家 

具題の引手こ して最 

%多く 用 ひ られてゐ 

る形式の %のでわ る。 

即ちﾡ山 した金ﾡ製

のものと, 表而から 

木ﾡ子締こ しに簡W 
な構造で, 使用に際

しては, 下方ょ り 指先を挿入 して川出す ものであ る。共の製品は鐺 

物父は板金 ブレスの% のが多 く ・ 形状は角形火は宇叫形ク る のが 

% 普通で わる。竹第 3 圖 け桃形引 手の一例を示した%つでる。
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4.ﾡ形引手 和の % の も共の形状か ら斯樣な名稱が附け られた も のでみろ う ○ 從 

ポ和風家具類の題戸等に』%多く刑ひられて楽たものでわるが, 洋 

風家具の流行と共に,ﾡ大洋風のるのる製作されるに至り, 現在で 

は和洋の雨種にﾡ別するfが出楽る, 而 して和風の ものは,銀状

は板状のるのが多く, 共の案によって和々の名稲がわるが, 脚の

一般には一女字引手等ど呼ばれてゐるるのでわる。 名稱の據って 

來た所は共の形態を指したものであろう。即ち其の形狀は, ・-I形 

を してろ るか ら鑑形ご呼ばれ, 又収付られた場合之を正面からﾡれ 

ぱ-ﾡに見へるから, 一文字引手の名稱も生れ•たのであ ら う。共 

の種類には洋風のるの, 和風の%の, 或ひは和洋の形式を 加味 した 

るの等共の種類は多様でわるが, ﾡして和風のるのは, 小形の抽斗 

に用ひられ, 木爪形で銀古美着色を施した割脚のるのが多い,而し 

て洋風の%のは, 概して大形で=ツケル, クローム彼金, プロンズ, 

真銖磨上等のものが多 く捨子脚の構造である,ﾡ第4は之等の一 

例を示したものである。

5.ビ ラ 銀 

構造は割脚である。洋風のものは:椎狀のものが多く,捻子脚又は表 

面iの座金の部分か ら 木総子締 ごするる のが普通であ る。

「5か

第6団 摘ミは主ごして 

小形の抽斗,開戸,

懸戶或ひは小物の 

蓋等に川ひられ, 

第6間に親るが如 

き もので,権して 

球状をなしてゐ る

ものが多いが, 花 

形,木魔形等のめ 

のもおる。共の材

料ごしては, 金屬,•硝子,合成樹脂等が川ひられ,憶子脚或ひは槍 

じ込の形式ごして製作されたものが普通である。

ビラ銀夕は 

ブラ価載ひは 

下り鎖等と稱 

せられ第5回 

に示せるが如 

き形態の%の 

でわるが, 此

II 作製上留意すべき要點

前項に揭げた樣な金国製金具類の代用 と して, 吾々の最も手近に 

わ る材, 卽ち小木片或ひは廢材類共他木材を以て之等引手類を作 

製す る に際しては, 共の原材料の性質上構造は勿論共の形態に於て 

%, 金属製品ご同一のが突によるとごは困難であるから,事ろ新し 

い着想によって,木材の持味を遺城なく發操して, の効県を計る



こ ご が第一要件で ある と 思考せ られるのであわる。 以下木材(に よる引 

手類の作製上留なすべき要ﾡの 2 〜 3 に就て簡Wに設明を加〜てみ 

る3ごする。

機 能

使ひ易いご言ふが第一要件でわる。』ち常時引張る, 摘む, 握 

る等の動作が伴ふるのであ るから, 手又は指 との相對關係を充分念 

頭に置て, 考案又は作製する こと が肝要で ある。

構 造

幣牢性の充分で ああ こごが必要である。木材は金屬 と は 全然共の 

性質が』つてゐる%のであるから, 外問上のデザイ ンと相俟つて, 

材質に適牺した構造とする こご勿論, の取付方法に就いて%充 

分考厳を ﾡふ事が必変で わる。

材 料

用途に 應 じ て適材を適所に用ひる事が肝要で わる。即ち 稍々大形 

の % の等は, 竪牢性の黙か らして %硬木ﾡが適常であ る。材ﾡの区 

硬緻密な %のは, 概して感觸的に観て %効果的である様に豊考され 

る。 又寄木,象共他材色の配合を考感して, 獨自の雅味を應用す 

るとか,或ひは共他の方法によつて,材質の特徴を遺憾なく發押す 

る事等も肝要な條件である。

形 態

形のよいFる必要でわる。即ち商品である以上實用的なばか め で 

はなく, 受ける成じの快い%のが望ましいﾡであわるから, デザイン 

(に際しては充分考厳をﾡ5事が肝要でわる。
経済 . ,

商品性 を 持つ と 云ふ事 も 必要 で ある。即 ち大量生産が可能 であり, 

生産費は可及的低である事が必要であ る。上記各項の條件を滿足 

に具備し2るのであつて%, 商品性のない%の, 債価力認められ

ないのであるo

III 製作方法の一例

木材に 卜る引予ﾡの製作方シご しては, 共の考案の如何に よつて 

和々な方法がﾡげられるでろうが, 特殊な虐則を要するるの, 或 

ひは4かに7な価な機械的改ﾡを要する %の等は別途ご して, ﾡに一 

般木工製作所: こ於け る改備の補内内に於て, 製作の例 ら 小木片廢材 

等を利川して,のル手間に自給自足を講じ得る利度の簡場な木製 

り1手加の製作法に就い て2〜3 の例を擧げ之を説明すれば, 松要大 

の如 くでわるo
1. 銭作應用による法

木工施ﾡﾡ械火は続ﾡ機械そ聞川して, 任なのデザイ ンにﾡ作作 

製する方法でか 6, 納ル皿そルご した形態が構成される評である 

が,松めて逃迷に美ﾡな仕上が得られる%のである。而 し一般に涙 

作は特殊な技術こ して, 特に習得•困難な もの、様にあ〜 られてろ る 

のが普でわるが,引手, ッー、ﾡの然作そなす利度の技術でめi礼 

ば, ﾡ岬ﾡな %のではな く 多少繰ﾡするによつて容易に召得す 

るが川ポる %のでわる。乂之に要するほ物類も 極めて小數の範囲 

で足り, 共の磨耗も 極めて微少な 司 のであり,利々な得版があるか 

らの一例を別ければ, 

一. 機械的な加工であるから,

極めて能率的である。

仕上りが*施でわる。

複雑な冽形加工 %容場でわる。

加工血が平滑であ るか ら硏磨材料の消耗が僅少で あ る。

二. ﾡ作整形の物ら政付部分のI納を切前してiくFに kつて,

収付が極めて 節堪で あ る。



寸法が正確であるから 柄の効果が大で•む えo 

木後子他金厳裂の※熱材料を要しない。

以上の外を数,研路上なに際 し てのM川性他ﾡ々の科戦が帰げ 

られ,極めて應用効果の良好な方法である。以 ド版作應川に る 

Fの一例を 抑け,名界 こ 共 に之か製作 方法の概要 そ 設明すレば o 

如き順でる。

(1) 現寸作製

スケッf くはに よ つて 

形ﾡを決:iしたなら,と 

をJ寸旧と して 更に 充分旅 

討した後がr.に移す。 (i 

- I総4)

(3) 果 付

次に現す岡に從つて所 

以の"付をifふのであ 

るが. iの場合310 

に示すが如き形状のパ 

をJ.て・ ビsiの如t/ 

度に之を使川すれば, 

同時に數個の犠付を正 

確Ilつに行jひる

ものでとる。

第10ﾡ

(2)栄作開始

現寸岡並にの仕校 

に從つて選材した資 

材は, 先づ所要寸法 

の同財伏に激作する, 

此の坳介使用する奴 

物はてに見るが如 

さ丸バイ トである。

第8回 (2)
第11回 (4)

(4) 荒 前

数動のﾡ付が救つた 

ならば, 制りを行 

ひ, 不川な部分を簡 

り語し,漸次岡而に 

従つて 形 を 班へて 行



(う) 小ﾡり

ﾡ灰は端ッマ:の部 

分即ち製作圖"並に り 

部を向り総へ。部を切 

fしつゝある 所で あ 

る。此の場合使川する 

双物は3分位の九バィ 

トが適である。

第12 認 ﾡ14回 (7)

(7) 柄付 C一

f: ト削り の終つた 

後は, 付に従つc 

柄付をなすのである 

が,先づ目眞に見る 

が如く 仕上 バイ トを

立て、切込をつける。

第13園 (G

(9) 仕上門

寫眞は丸バイ ト を以 

て小造り したり端部 " 

を,f上バイ トを以て 

最後のf:りてなし 

つ、 あるである。

(8) 納付 <二)

切必をな した後 

は, 丸 バイト を 以て 

規寸法ェ り利太日 

に, ビiIにるが如 

く 切削を行ひ,後: 

上バィ ト 又は平バイ 

卜を以て正確な寸法 

cf:.上る ものである 

か,此の場合椚の太 

さを決定するには, 

パス又は第15圖に示 

せるが如き然製のi 
規を川ひれょい。

第15岡
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(9)第17圖

規じだ寸法に柄がf: 

上つたならは,回 

をﾡﾡしつ、ベーバ 

一:上を行ひ。後寫 

眞に見るが如く"： に 

バイ トを以て切し 

を行へぱ製品が完成 

されるのである。

(9) 切 落

2. 手工的工作によ る方法

木工々作刑に供せられてろる一般的な工具如を使川し, 手工的に 

作製する方法である。而 し手工的に作製する事は,非能的である 

如く考へられる のが普通であ る が, 共の形態又は方法如何に よつ て 

は, 簡易な 方法 を以て能 率的 に 生産 ナる% ﾡ ち 至難では ないので 

あ る。即ち次に示す %の% 之が一法で あ 6 , 一定の形態を縦又は横の 

方向に巡績 したるのを作製 し,後之を適常寸法に切ﾡする%のでわ 

る。又幅の方向に之を連績する場合は,1 乃至2仙収 り の小木川そ 

各々の間 に新聞紙等 を挟んで, 之 を一定幅に膠着する 等 % 一法で 

ある。的之等能準的な形態ご しては, 第54回つ一部及55～56日Iに示 

しz % の等は共の一例であ る。以上の外手工的に よる% のは, 繁作

他の方法に よ るが如 ・ 特殊な機械的設備 • 或ひは之等に要す る i 
經我等を要せざること,作業の傍ら各自が簡易に自給し得るこど,無 

作其他に よつ2%のご は別個の味があ る こ ご等の外種々得当がわ る 

%のでわるから, 手工的方法と雖,共の運用如何に よつては應用的

-12- 

價価の充分括 日 すべを ものが認め られるのである。 次に掲げたもの 

(簡易にして且能 率的 な 之が製作 方法の一例を示したものでる。

(1) スケッチ及現寸圖

スケッチ に菇いて 現寸園を作製 し, 

形態,寸法等をだ分ﾡ討してﾡ工に 

移す。

(2) 不収 及 墨付

所要寸法の資材 を 木取 り, 現寸岡 にがい 

c無付を行ふ。尙木収に際しては, の形 

態によつて 技さ或は幅の方向に相當數室を

統 した寸法に木ル り ・ 同時に加工 すれば 

極めて能率的である。

第20岡 ( (3)荒 削

適常の工具を川 ひてﾡづ不川 

な部分を大間にﾡり去る。

(4) 同 上

荒削 り を瀬大進行せ しめた場 

合を示した ものである。

第21岡 (4)

- 13



第22ﾡ (5) (5) 仕 上 前

叫勉, 小銅, 共他 を 川 ひて 住上削 

りを行ひ, 木部の1たを行ふ。

第25団 (2 (2) 木取及愛 付

適當な資材を木取り,之に現寸にﾡい 

た型紙共:他によつて犀付を行ふ。

(6) 仕 上

木地の上つたものは, 適常な塗 

ﾡ法他を行つてする。

3.糸鋸機械による方法

糸銀機械H何れの木工製作所に於て %,最%#(に設Wされてゐ 

る極めて簡単な木工機械であるが,之が運用方法に照達すれば,小 

刀成ひはﾡ等を要するなく,血にペーー仕上をなすにょって 

充分な仕上が得られるどに, 之を手工的或ひは共他の方法に併用 

するによつて, 一M共の應用的價値が認められるも のである。故 

に 之 を 利用 して,簡易に引 手額 の 自給 と計 る f % 徒爾 ではな い こ 思 

はれるので, 次にの一例ご して簡易な堀込引手の製作順序を掲げ, 

概要を誠りしてみること、する。

(3) 傾 斜 挽

適當 な 角度に,糸ﾡの定盤をN 
斜せしめてﾡ締しを行ふ。此の場 

合のM科の/, 餌の摩さ等によ 

つて・ﾡiした場合の下ﾡの利圧 

が異る ものであるから,適に加 

波をすれょい。

(S)の採作を 総つた場合の挑 し

状を示 したものである。

第24国 (1) スケ ッチ及現寸同

スケッチ に 基いて 現寸 を 作製 す る 

こと共他は,前項と同様である。

(5) J 着

J他の開洲州 を 川 ひて, 断mil 

に 示せ る 力如 き 形態に開を 行ふ。

第28回

-14- -15-



第238 (じ) 仕

ドの凸起市他を制りf:上をfj

c, 後適:収を 施 してだ す z。

4. 彫刻應用の一例

(3) 切 藩

⑵の工程が終つたならぱ.圖の如 

く不川な 部分 を 切り 施す,然 る 後別 

のmiに到 して,(2)〜の利を繰巡 

す事によつて,大間の形態が出來る。

彫刻を用するご云へば, 一非生流的で且高償につき, 一般的 

ご してﾡめてM補岡つ炎るのゝ様にお〜られるでわろうが, 4 
に技巧をﾡら しこるの等は別途ご して,前各項に違べなるが処きエ 

作方法によった製品に,多少刀痕の味を加へて,共の趣に變化を與 

〜るごか, 簡楽なデイ ンに一刀ﾡ式の味を"にﾡ配してみるごか, 

ひ仙の方法によ う適切な運川そ試みるな らば,何等の設備と 

要せず,軍なる 助屮小刀一本に よっ て,ッー ・ﾡの1～2仙は味の

る %のがJ座に得られる等, 共の應用性が充分認め られるので, 

以下簡單な ッマ ミの一例を抑げ之が製作工利の順予に就いて設明す 

れぱ槪要次の如くである。

(1) スケッナ

スケッ チ を 行って形態 を決定 した 

なら, 必要に應じて現寸岡或は原 

型を作製する。

第31圏 (2：

7

)
(2) 木 取 及 墨 付

適當の資材に 対 し• づ一方のm

を 水イc 観察 して之を 材商iにw く。

(4) 荒 期

大間の形館に切しを行つたものは,切 

出小、J他 をJっc ・ 大 さ なiで制楽 して 

大総 の形 を整へて 行く。此の場合餘 り細部 

citらないが:肝災である。

第33函 (1)

(5) 小 ﾡ り第34回

大きな面で観察して荒削りした後は,漸 

次之を小さな而に迄及して削って行く。此t 

の:科で形態は殆ん ど f:上 るのである。

(6) 仕 上 前

小造り された もの , 山 に 細部に": つて 

仕上削り を行ひ,製作を丁したなら, 塗 

裝共他を施して完成する。

第35回

-16- —17 —



5- 合板應用による一例

特に事門的な設備を災す る % のでは な く ・ には木型に よる簡" 

な方法を抑けて見るこ した。一般木工製作所に於て も各林の膠着 

に際しては,常に多少宛ﾡ剤の変除を生じ, 又木取に際して！よ, 

薄板の小片等が多数生ずる のでわるから, 之等を利川した代川ッ 

手の作製を試みる ならぱ,査材の%期約なる利用ごに, 作業の 

傍ら川手類が得られ,ﾡるな義深いるのご場考せられるので, 參考

に共一例こして, 節胞な合板應用引手の製作法に就いて,工程並 

順序の概要を次に 圖示説明す るこご、する。

(4) ﾡy 着 及 ﾡ 縮

グル ー北他の開 剤をJて 常

楽布し. 直に之を 型に 入れ唯縮 し 

て,適益時川之を旅置し, 抑の硬化 

乾燥する を行つ。

(5) 取外し 及截断

wか、ら卜した 8 の は, 高 な 寸 

法に假斷して彫を整へる。

(1) スケジチ及型寸M 

前項iに同じ

(2) ■縮型作製

現寸ルに 従つて 適諾に M締型 を 

作裂するのであるが,普通の引手 

和度で あれ 木型で だ分で あ る。

(6) 仕 上

適當の仕上操作を 行つて,Nの如 

く單獨で用ひるか,或は奈木を添へ,

L上を施して先成する。

(3)薄板調整

適常の責材を 以て満板 を整へる。

一-18- -19-



第42回

IV 試作品の一例

災作M川に よ る

引乎の一例

9・号 A

パ③ ・ ・連

第44園

糸ﾡ川に よ る 

川手の一例！

引I並ハの予題と して適川 

した収付交N!を小したもの 

である。尙抽斗に 用 ひた も 

のは前項iに抑げた送製品 

の一例であ る。

第45昭

同-L:i洋 細

niiに込ん だ交内をパ 

した ものである。

材才を雌作せる もの及び一部に簡』な彫刻を加味 した もの等の一例である。 

ﾡブナ, カ ンバ, イタ "の資材を川 ひた ろ も のは透り 或は噴翁加色に よ る 

ラッカー 住上と し,エンジ ユの如 き材の共冊な ものは,透げの ラッカーf上 

と したものである。

- 2o
21 ー



第46図

ﾡ作M川による

川手類の一例

及 抽斗に川ひ 

た場合の一例を示し 

たものである。

第 48図

守木ﾡ用鑑作

製品の一例

第47圖

同 上

抽斗に用ひた姿岡の祥細

を示したものである。

第49日

別に州げた木を適川して, 敗作作装 したり I 手如の ・例」を 示したもので 

ある。

-22- -3-



第50【

ﾡ:作I川製i

第51回

21 -

第52圏

ダ川(こよる 

摘 ミ の一例

べは村を した捕 ミ方の 「ごとる。 1付と して は木収に際 し 

c のり材から, オ = グル ミ・ アジ グモ・ 以木・ ブカシ イクヤ, ハンノキ, ブ 

ナ. サ・ホ、ノ*・エンジュの外セン・ カッラ等迄小 集め,之"を適常 

にiイiyiしc厳し・ 透明或は店色":上げ と して. 頗る効果的な ものが得 

られた。

同上収付

交の -例

上祀の方法によ

り作製 した摘 ミ 

を小容諸に適用 

した一例を示し 

たものである。

第53昭

一:5-



ﾡ54回

に よる手

の一例

手:0,糸鈴 

應用或:1:•連級式 

方法に よ つた も 

の、一- 例 で あ 

る。

第57同

第55昭

同 上

最 も簡iに大

生の りな 

形態の一例を 

した ものであ 

る。

第58回

英 56 円

-2G-

第7卜lIよ 下-I:的: 

作に よ る一般的な 

形態を示したもので 

あるが。 ょりニ列 

口に した もの は粧 

作によるW形のもの 

を二ツ例として,後

子工:に形を整へた 

もの 、 一例である。 

第58料はとを卜に 

J付けた場への岡 

を示 しなものである。

-27 -



第59図

木製 ド7把手の一例

ﾡﾡ製品の代川と して作 

製した木製把手の取付姿岡 

の一例を示 した ものである。

V 寄木方法の一例

微 作 應 川 川手毎 を 作製 す る に際 し mwtにな木 を加味す, 

然作の形状に kつて, 同一寄木材を以て して %々の終様状に祈貼 

材のﾡ化がﾡ北,Miるにんだ製が得られる もつでわる。即 

ち之がﾡ化の ・例を示せばﾡう川の如くである。以上の如き變化或 

ひt材eのRit, 他を お厳に んれるな ど,火の應用方法の如何に よ 

つて, 木は怖めてM川性がルく, 且.効果的なるのであるものご認 

められっので, 火にの一例そ示 し簡mに設り してみるどするが, 

妙には特に手數を要 した %の, 攻ひは高価式材を配 したもの等け 

別途ごし, 最る一般的な樹和化川ひにるの. 或ひは試作の結果工 

作 簡 易 にし て 効果的 で あつるの等を示した%の で お る、

第60図

同 上 製m

ﾡ作つ形 

にsがl 
材のﾡ化の

第61圏

000
0 V

商jしてつ場合材色/配介, 適川の程度等に至つては,夫々川途 

にMじて, 製lにﾡする訓和及の効果等の外, 商品性に就、て充 

分お厳するごに,工作上つﾡにﾡへては, 統域利度, 開着ﾡの選 

押, 政ひ仙のI口にAき充分考載し, 共の適用方法を誤らの事 

が肝要である。

:9



簡易な寄木方法の一例
(6) 1 號の方法に 多少變化を與へた ものである。

(1) 材色の黙つた間な材を各2 木宛交互に組合せた 

般 も 簡単な 方法である 力:•小形の摘 ミ と して も或は

大形引チと して も好適し, 座川価備が大である。配 

材の一例としては, 一般的な材ではホ、ノキにブサ 

グ等が良結果であつた。

第62団 (1

第67回

(7)

同 上 應 用

(2) 15のﾡ用であ り 中心線を外ら した もので 

ある。

第68団 C7)

(S) 1鋭の方法に多少手を加へ三種の材を し 

たるものである。一例としてはホ、ノキ, プ 

サグ, イタ ヤ"を配 して 氏好であつた。

(S)

同上 應 用

第65回 (4)
()

同上 應 川

(9) 材の組合せに 多少, 愛 化 を典へた もので あ 

る。一例としてはェンジュ,ニサダ, イタヤ 

を配 したものも 良好でおつた。

第70図 (9

(5) 同上用

中心部の材 を大きく したもので•ある。

第66ﾡ (5
第71団 (10) (10)

同」上 應 用

- 30 -
-31-



第72団 (11 (11) 三の材を細合せたものであろ。間して 

直角三角形であるから二作は別段變化が生じ 

ない認である。

第77回 (16) (16)

同上 應 用

(12)

同 上 M用

第73回 (12入 (17) 四な材と枚形の材を各々 3側究細合せ 

たものであり, 配色が適當で あれば効果が大 

である。一例としてはサグ, ッナ 等が央好 

であつた。

第78岡 (17

第74回 (13) (13) 以上摘げた方法を徹用 して替化を興へた 

もの、一例である。
第79国 (18 (18) 同 上

配材の一例としてはエンジュ, ホ、ノキ等

」が良好であった。又エンジュの代用としては

カグモ等が比較的良結果であつた。

(14)

同 上

第75国 (14

第76図 <15 (15) 木ロか らﾡて美 し紋様状の ものを 三個 

組合せたものゝ一例である。エンジュ等は特 

に良好である。

VI 本道産主要樹種の材色表

試ﾡ に際して 用 ひ た寄木資材は, 特 に高 債貴重村 を 用 ひた もの で 

はなく, 総て述産樹和中一般的な %の、みを以て之に充したのS 
わ るが普道的な樹和であつてるの材色の配合如何によつて, 充分 

成果が認められたのである。依って自給自足並に材の集約な利用の 

道味に於て %, 可及的産材の利用並に木取に際して放楽される小 

木片等を活用する事が製ま しい。 次に之等の参考ご して一般道産樹 

和に就いて,W係交献そ塗照するご共に, 經驗上 よ レ観た材色表を 

記載すれば次衣の如くである。

-32- —33 —



本道産主 要 樹 和材色炎

い ち ゐ 

いムがや 

やまならし 

やメぐわ

か つ. ら 

ほゝのき

とぶし 

みづなら 

わ か だる 

ゝにぐるみ 

さ は ぐるみ 

あ さ な 

かんぱ

しらかんば 

はんのき 

ぶなのき 

く め 

あづきなし 

やまざくら 

しうりざくら 

いな2んじゆ 

き は た 

に が き 

vたや 

どちのき

.邊材淡黄白色,心材暗赤色又は稲赤褐色 

淡黄色父は帯ﾡ責色

ﾡ責ﾡ白色

邊材帶黄白色,心材淡黄乂は黄褐色

邊材淡褐白色,心材赤褐色又は帶灰褐色

邊材灰白色,心材灰線色

淡灰終色

邊材淡褐臼色,心材帶黄褐色

邊材帶黄白色,心材暗灰褐色

逸材ﾡ灰白 色,心材帶用赤褐 色

賞白色

邊材帶紅白色,心材帶時赤褐色

澄材淡褐色,心材帶黄深褐色

.帶黄白色又は帶黄淡紅色

ﾡﾡ赤紅名 ・

淡褐色又は帶褐淡紅色

邊材暗灰色,心材淡褐色
邊材帶•黄淡褐色,’心材帯紅淡褐色 

澄材帶褐暗黄色,心材帶赤眠◆褐色 

邊材淡黄白色,心材帶黄褐色

&材砕黄白色,心材ﾡ紫県神色 

邊材帯褐黄色,心材帶黄暗褐色 

邊材黄白色,心材赭黄色 

淡滞紅白名

帯資淡ﾡ色

-34-

し な の ・ 黄白色又は帶褐黄白色

/ ■-

・

せ ん の 邊材淡黄白色,心材帶黄灰褐色

み づ ・ , 淡紅白色又は淡褐色

は くうんぼく ﾡ資白色

は し ど 邊材白色,心材淡紅褐色

わ か し や 邊材帶英灰白色,心材帶黄褐色

つ ぱ な 帶黄白色
・

結 言

以上木材に よ る 代用川手領の製作に關 し簡Wな お本的一例 ・ し 

て, 2～8の方法に就て概識したるのであるが, 木材を以て金屬製 

川手類に代換せしむるに際しては,先づ各々が全然性質の異つた資 

材で わ る aF そ 充分認置 して行く a「が*肝要で る。即ち之が考案に際 

しては形態, 構池,取付, 塗裝等は勿論總ての熱に於て •軍に金屬 

製品を模倣した木製品ではなく, 木材自身の特長なり, 持味なりそ 

巧に活用した製品と して行く事が必要でわる。斯く する事によって 

木材に よ る製品は, 獨自の雅味或ひは共の長所とする所が遺憾な く 

1 發揮 さ れ,事ろ金属製品に優るごる劣らぬ% のが得 られるるのでわ 

る。

賞場 に於て! 過被施行せ るブナ及ケカダ e 材による家 具 類賦作品 並 

に小木工品等に之等を應用 してろ る外, 最に於ては ドr手等こ 

し て 之等 を適用 して ゐる が, 其の結果は頗 a 良 好で あ め, 好評 な 實績 

を遅けて みるから, 一般ﾡ業のM用 を期待 して息まない所で あ る。

尙各項に掲けた % のは所前試作品でわ め, 今後の研究に俟たねぱ 

な ら 2が, 之等創案の一 助 こ % なれば幸書 ・ 思ひ, 不備なが ら 敢て 

之を掲け2次第である。
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師 チ 時 報

番y 名 稲 番学 名 稲

1 トドマッ曲の施肥に就て
コ 1 アナ村の人工乾燥に就て

2 鳥巣箱架設上注意すぺき點に就て 22 野以被得防 虚 に就て (第一報

3 埼指ﾡ商糸による椎 救に就て
23 l

野兄のﾡ思に就て

4 伏焼製炭に就て 24 エマ ッカサプっの以除にて

5 ﾡ高曲線
s

2 1

ャ チ ダモ 延林地忆会線す る書以と 防R 
法に就て

6 練床植我に就て 製材沙止に就て

7 森林書落 より見たる 施飛の方針に 就て 27 木喰ひ村の性ﾡに就て

8 杠床抗mに就て 28 植栽木生ぜに及ぼす土塊性の影紙に就1

9 トドマツ幼苗の斜施に就て 29 カラッ似取解長の4齢及び地上5に」 
るク化 (二iれ

10 2*, 憐位並に加 I映2 のェーッ 確樹 
の外ﾡに及にす影誓に統て

30 冬季に於 け る推の土室載に賞て

11 アシ トドマッ假導件共の年齢及び地上髙 
によ る變化 (命一報)

31

測 葉樹 を 原本 とする 孫可 ル プ製画 
就て (第 - 耐酸ルﾡに際しての硫β 
消費に就て
円 (第二報)無ﾡﾡ酸版波の繰返し似
用に於け る 破 順 消費 に就て
邪寧採集終济試験に就て
ト *ッのuと して の腐朽倒不1 
に福色腐朽倒木に就て

12
・ 4 /*

造林地の野兎纸除に就て

18 ミャーカケス の農林業上に 及ぼす利害関 
係に就て 32 ナ及アカグそ村の本火如が作に就て

14 業ﾡそ書する好ﾡ類に就て 33 北海沿••押太及東北地方に於ける針來じ 
に命生する気

15 落葉松葉峰の被部に就て 34 彼地の取扱ひに就て

16 植栽木生長に及ぼす土壌性の彩容に就て 35 林内外科雪の性質と幼苗に及ばす影毋

17 本にかけ る核ﾡ校置の効果に就て 36 木材の人工乾燥に就て
=

18 九太求積法 と 得央に就て 37 北海遣ﾡ内に於け る材の彼燥和と , 
の仲締に就て
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